
市の考えを問う

中川　智之

晴
海
臨
海
公
園
に
つ
い
て

交
通
事
故
防
止
の
た
め
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
取
り
付
け

の
助
成
を

晴海臨海公園

第 7 回定例会 一 般 質 問

問  

晴
海
臨
海
公
園
の
利
用
者
の
状

況
な
ど
、
市
と
し
て
当
初
の
目
的
に
達

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
日
陰
で
休
め
る

と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す

が
、
あ
ず
ま
屋
の
よ
う
な
設
備
を
設
置

す
る
予
定
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答  

ア
ク
セ
ス
や
眺
望
が
良
く
多
世
代
が

多
目
的
に
楽
し
め
る
公
園
と
し
て
、
市
内

外
か
ら
当
初
の
目
標
を
大
き
く
超
え
る
利

用
が
あ
り
ま
す
。
あ
ず
ま
屋
な
ど
の
日
よ

け
施
設
の
増
設
は
コ
ス
ト
や
ス
ペ
ー
ス
な

ど
の
問
題
が
あ
り
、
現
在
設
置
を
容
認
し

て
い
る
簡
易
テ
ン
ト
の
ほ
か
、
将
来
的
に

は
育
成
中
の
樹
木
を
日
よ
け
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問  

近
年
、
あ
お
り
運
転
や
高
齢
者
の

交
通
事
故
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
も
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
が
有
効
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
安
全
運
転
支
持
機
能
付
き
な
ど
の

優
れ
た
機
種
も
あ
り
、
取
り
付
け
費
用

の
半
額
、
一
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
本
市
で
も
助
成

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答  

事
故
後
の
手
続
き
の
円
滑
化
、
あ
お

り
運
転
対
策
な
ど
の
た
め
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
搭
載
車
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
県

内
の
他
市
と
同
様
に
、
助
成
制
度
の
導
入

は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
警
察
や

交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
て
、
高
齢
運
転

者
の
交
通
安
全
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

中川　智之
● 晴海臨海公園について
●高齢者の交通事故防止にドライブレコーダー取り
　付け助成について

賀屋　幸治
●阿多田島フェリーの更新状況について
●漁港・港湾施設整備について
●阿多田地区住民へのフェリー運賃助成制度について

小中　真樹雄
●オンライン学習指導について再度問う

西村　一啓
●本市の歴史跡や文化財の活用についてお尋ねします

山崎　年一
●「少人数学級」の実現について問います
●市職員の服務規定について問います
●土壌汚染対策法違反について問います

山本　孝三
●水道事業の広域化（県単位）について
●新型コロナウイルスの感染を防ぐために

原田　孝徳
●地域福祉の視点から、コミュニケーションの場の確保と環境
　整備について本市の現状と課題を問う

藤川　和弘
●小方地区のまちづくり基本構想の進捗状況について

日域　究
●会議録から削除された、市議会本会議における議員発言につ
　いて
●国土調査の成果が全く感じられない公図と、課税図面との多
　すぎる不一致
●国土調査以外にも、昭和30年代の雑な市政が今の大竹市を苦
　しめる

令和 2 年 9 月撮影
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第 7 回定例会 一 般 質 問

賀屋　幸治

小中　真樹雄

阿
多
田
島
フ
ェ
リ
ー
の

更
新
状
況
に
つ
い
て

阿
多
田
地
区
住
民
へ
の

フ
ェ
リ
ー
運
賃
助
成
制
度
に
つ
い
て

漁
港
・
港
湾
施
設
整
備
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
指
導
の

準
備
状
況
に
つ
い
て
再
度
問
う

阿多田島フェリー運行状況

タブレットを使った体育授業

問  

公
設
民
営
方
式
で
市
が
フ
ェ
リ
ー

を
建
造
し(

有)

阿
多
田
島
汽
船
に
貸
与

す
る
計
画
と
聞
い
て
い
る
が
、
建
造
に
あ

た
っ
て
は
汽
船
側
と
協
議
調
整
が
重
要
で

あ
る
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答  

令
和
2
年
7
月
に
国
・
県
・
市
・
事
業
者
・

地
元
代
表
な
ど
に
よ
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

経
営
改
善
や
フ
ェ
リ
ー
新
造
な
ど
の
協
議
を
始

め
て
い
ま
す
。

問  

現
在
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
年

間
48
枚
の
乗
船
券
を
交
付
し
て
い
る
が
、

島
民
の
生
活
と
福
祉
の
向
上
の
為
、
米
軍

再
編
交
付
金
を
活
用
し
、
対
象
者
を
広
げ

た
制
度
の
拡
充
は
で
き
な
い
か
？

答  

再
編
交
付
金
が
令
和
3
年
度
で
終
了
す

る
た
め
制
度
の
拡
充
は
困
難
で
す
が
、
新
た
な

支
援
策
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、
恒
久
的
で
よ

り
活
用
し
や
す
い
交
付
金
の
創
設
を
国
に
強
く

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問  

①
阿
多
田
漁
港
の
港
内
波
浪
静
穏

対
策
、
②
飛
石
港
桟
橋
の
改
修
予
定
、

③
小
方
港
駐
車
場
不
足
対
策
を
伺
う
。

答  

①
新
た
な
整
備
の
必
要
性
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
②
施
設
管
理
者
で
あ
る
県
に
要
望

を
行
っ
て
い
ま
す
。
③
県
の
小
方
橋
架
け
替
え

事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

問  

3
学
期
の
早
い
段
階
に
、
パ
ソ
コ

ン
端
末
の
児
童
・
生
徒
へ
の
1
人
1
台
体

制
を
と
の
見
通
し
は
、
確
定
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
確
定
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
機

種
は
何
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
選
定

理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。
通
信
環
境
の
な

い
家
庭
へ
の
対
処
方
法
は
決
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
指
導
さ
れ
る
教
員

の
研
修
を
通
じ
て
気
づ
い
た
問
題
点
な
ど

は
あ
り
ま
す
か
。
そ
の
対
応
に
つ
い
て
も

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

11
月
19
日
付
の
毎
日
新
聞
で
平
川
理

恵
・
県
教
育
長
は
、「
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
成
功
の
要
点
」
と
し
て
、
児
童
・
生
徒

へ
の
「
P
C
持
ち
帰
り
」
を
認
め
て
ほ

し
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の

持
ち
帰
り
を
認
め
な
い
限
り
、
格
差
が
開

く
と
の
理
由
か
ら
で
す
。
市
教
委
の
見
解

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答  

教
育
長　
現
在
、
12
月
上
旬
の
入
札

に
向
け
て
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
文
科

省
の
標
準
仕
様
に
見
合
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

パ
ソ
コ
ン
を
想
定
し
、
操
作
性
や
安
全
性

な
ど
を
考
慮
し
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能

や
物
損
保
障
の
面
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
通
信
環
境
の
な
い
家
庭
へ
は
、
他
市
町

の
状
況
を
確
認
し
、
支
援
の
必
要
な
家
庭

や
支
援
内
容
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
10
月
に
教
職
員
が
、
端
末
の
機
能
を
体

験
す
る
研
修
会
を
実
施
し
、
低
学
年
の
指

導
の
問
題
な
ど
が
挙
が
り
ま
し
た
。
教
職

員
も
児
童
生
徒
も
日
常
的
に
端
末
を
利
用

し
、使
い
慣
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
児
童
生
徒
が
家
庭
学
習
で
も
端
末
を
活

用
で
き
る
よ
う
、
学
校
で
必
要
な
操
作
や

持
ち
帰
り
ル
ー
ル
の
指
導
お
よ
び
保
護
者

へ
の
協
力
依
頼
な
ど
前
提
条
件
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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市の考えを問う

山崎　年一

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
問
う

西村　一啓

本
市
の
歴
史
遺
跡
や
文
化
財
の

活
用
に
つ
い
て
問
う

玖波の石畳

問  

①
ま
ち
お
こ
し
の
一
つ
に
、

市
内
の
歴
史
的
史
跡
や
文
化
財
を

市
内
外
の
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、

本
市
の
魅
力
的
な
面
を
P
R
で
き

る
内
容
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

計
画
や
予
算
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

②
市
内
を
縦
走
し
て
い
る
西
国

街
道
の
歴
史
的
な
説
明
板
の
準
備

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
は
で
き

る
の
か
。

　

③
市
内
の
歴
史
研
究
会
と
連
携

し
て
講
演
会
等
を
開
催
す
る
考
え

は
な
い
か
問
う
。

　
④
さ
ら
に
、
広
島
県
教
育
委
員
会

が
11
月
に
素
案
を
ま
と
め
た
文
化

財
保
存
活
用
大
綱
の
中
で
、
未
指

定
の
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
も

触
れ
て
い
る
。
今
後
、
ど
の
様
に

取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
問
う
。

答  

①
歴
史
・
文
化
の
保
存
・
継
承
の

取
組
も
、
市
民
の
わ
が
ま
ち
へ
の
愛
着

心
を
育
て
る
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
子

ど
も
世
代
か
ら
本
市
の
歴
史
・
文
化
に

触
れ
る
機
会
を
創
る
と
と
も
に
、
史

跡
や
文
化
財
を
後
世
に
遺
し
て
い
く
た

め
、
第
1
期
大
竹
市
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
に
位
置
づ
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

教
育
長　
②
来
年
度
は
、
長
州
戦
争
に

関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
と
、
亀

居
城
址
に
説
明
看
板
の
設
置
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
③
大
竹
市
歴
史
研
究
会
を

は
じ
め
と
し
た
市
民
団
体
な
ど
と
連
携

し
て
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
文
化
財

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。
④
指
定

重
要
文
化
財
を
増
や
す
こ
と
も
課
題
と

認
識
し
、地
域
の
民
俗
文
化
に
着
目
し
、

県
や
他
市
町
の
事
例
を
参
考
に
調
査
・

研
究
し
ま
す
。
ま
た
、
未
指
定
の
文
化

財
も
、
大
竹
市
歴
史
研
究
会
と
連
携
し

て
、
様
々
な
活
用
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問  

一
ク
ラ
ス
の
人
数
を
減
ら
し
、

行
き
届
い
た
教
育
を
保
障
し
、
豊

か
な
教
育
を
求
め
る
少
人
数
学
級

の
推
進
を
保
護
者
、
教
育
関
係
者

を
始
め
、
多
く
の
国
民
が
そ
の
立

場
を
超
え
て
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　

大
竹
市
議
会
に
お
い
て
も
「
少

人
数
学
級
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
」
が
毎
年
度
採
択
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

7
月
3
日
全
国
市
長
会
な
ど
関

係
三
団
体
は
連
名
で
「
公
立
小
・

中
学
校
で
少
人
数
学
級
を
早
急
に

導
入
す
る
よ
う
求
め
る
」
緊
急
提

言
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
市
長
は
少
人
数
学
級

の
要
望
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
緊
急
提
言

と
同
様
の
お
考
え
か
見
解
を
問
い

ま
す
。

答  

全
国
市
長
会
は
、
義
務
教
育
施
策

の
充
実
に
向
け
、
教
員
の
質
の
向
上
及

び
確
保
と
と
も
に
、
多
様
な
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
を
丁
寧
に
指
導
す
る
た
め

に
少
人
数
学
級
の
推
進
を
、
ま
た
、
全

国
知
事
会
会
長
・
全
国
市
長
会
会
長
・

全
国
町
村
会
会
長
は
連
名
で
、
少
人
数

編
制
を
可
能
と
す
る
教
員
の
確
保
を
国

に
要
望
し
ま
し
た
。

　
全
国
的
な
教
育
課
題
で
あ
る
学
力
向

上
や
生
徒
指
導
体
制
の
強
化
に
向
け

て
、
一
定
数
の
児
童
生
徒
の
集
団
の
中

で
、子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
対
し
て
、

き
め
細
や
か
な
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
手
法
の
一
つ
と

し
て
、
少
人
数
学
級
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
将
来
の
日
本
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
国

の
責
務
と
し
て
、
取
組
を
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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第 7 回定例会 一 般 質 問

原田　孝徳

地
域
福
祉
の
視
点
か
ら
、

本
市
の
現
状
と
課
題
を
問
う

山本　孝三

水
道
事
業
の
広
域
化

（
県
単
位
）・
民
営
化
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て

問  

年
度
内
に
は
水
道
事
業
を

広
域
化
・
民
営
化
の
県
内
市
町

の
協
議
の
結
論
づ
け
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
竹
市
の
基
本
的
態
度
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
す
で
に
広
域

化
・
民
営
化
を
実
施
し
た
国
々

で
は
再
度
、
公
営
化
に
戻
し
て

い
ま
す
。

答  

本
市
が
広
域
化
に
参
画
す
る

か
、統
合
以
外
の
連
携
を
選
ぶ
か
は
、

策
定
中
の
経
営
戦
略
な
ど
を
見
極
め

て
選
択
し
ま
す
。
ど
う
い
っ
た
形
で

選
択
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
議
会
で

報
告
し
ま
す
。

問  

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
は
さ

ら
に
拡
大
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
期
と
重
な
り
、
心
配
・

不
安
も
増
し
て
い
ま
す
。

　
P
C
R
検
査
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
へ
の
負
担
軽
減
な

ど
実
施
す
べ
き
で
す
。

答  

P
C
R
検
査
体
制
は
、
広
島
県

と
し
て
感
染
拡
大
防
止
の
取
組
が
新

た
に
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
段

階
で
は
市
独
自
で
整
備
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費

用
助
成
は
、
高
齢
者
に
重
点
的
に
接

種
勧
奨
を
行
い
、
費
用
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
定
期
予
防
接
種
対
象
者
以

外
の
接
種
の
費
用
助
成
は
、
公
平
性

が
担
保
で
き
な
い
た
め
、
現
段
階
で

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問  

① 

川
手
地
区
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
拠
点
だ
っ
た
穂
仁
原
小
学
校
の
取
り

壊
し
に
伴
い
、
近
く
に
代
替
施
設
を
造
る

こ
と
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
上
で
必

要
だ
と
思
う
が
、意
見
や
要
望
は
あ
る
か
。

　
② 

ス
マ
ホ
の
普
及
に
よ
り
、
障
害
を
お

持
ち
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

身
近
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
流
を
図
る

目
的
で
公
共
施
設
に
W
i

-

F
i
環
境

を
整
備
で
き
な
い
か
。

　
③ 

よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
（
特

に
大
竹
・
栗
谷
線
）
に
つ
い
て
、
栗
谷
・

松
ケ
原
の
住
民
が
、
外
出
し
や
す
い
よ
う

交
通
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答  
①
川
手
地
区
自
治
会
連
合
会
と

協
議
し
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
多
額
の
維
持
管
理

費
が
必
要
と
な
る
施
設
は
希
望
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
住
民
が
集
ま
れ
、

地
域
行
事
に
対
応
で
き
る
、
広
場
や

水
回
り
、
倉
庫
な
ど
が
備
わ
っ
た
施

設
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
②
公
共
施
設
の
W
i
‒
F
i
環
境

を
充
実
す
る
こ
と
は
、
地
域
共
生
社

会
を
実
現
す
る
大
事
な
要
素
と
考
え
、

今
後
は
、
各
施
設
の
利
用
状
況
、
要

望
な
ど
を
勘
案
し
、
W
i
‒
F
i
環

境
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
③
現
行
の
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
に
沿
っ
て
運
行
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
、
利
用
実
態
や
ニ
ー
ズ
に
適
し

て
い
な
い
場
合
は
必
要
な
改
善
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。
ま
ず
は
地
域
の

代
表
の
方
か
ら
意
見
を
伺
い
、
交
通

事
業
者
と
と
も
に
実
施
が
可
能
か
、

次
期
計
画
策
定
に
向
け
て
検
討
し
ま

す
。
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市の考えを問う

法務局の公図（左）と大竹市の課税図（右）

日域　究

公
図
と
固
定
資
産
税
課
税
図
の

不
一
致
に
つ
い
て

藤川　和弘

小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本

構
想
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

旧小方小学校跡地

問  

小
方
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
の

年
次
別
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
旧
小
方
小・

中
学
校
跡
地
の
活
用
方
策
、
小
方
港
と
宮

島
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
検
討
と
あ
り

ま
す
が
、
現
状
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
市
町
に
お
い
て
整
備
さ
れ

る
、
大
型
遊
具
広
場
と
差
別
化
を
図
る
た

め
、
晴
海
臨
海
公
園
内
に
、
水
で
遊
べ
る

場
所
や
移
動
販
売
車
が
営
業
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
に
つ
い
て
、
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　

晴
海
の
旧
県
有
地
に
、
美
術
館
や
レ
ス

ト
ラ
ン
を
含
む
施
設
が
開
業
予
定
で
す
。

建
設
工
事
が
開
始
す
れ
ば
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
や
重
機
等
工
事
車
両
の
出
入
り
が
多
く

な
り
ま
す
。
家
族
連
れ
や
子
ど
も
達
が
集

う
公
園
も
あ
り
、
安
全
面
等
、
市
と
の
連

携
は
出
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

開
業
予
定
が
わ
か
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

答 

旧
小
方
小
・
中
学
校
跡
地
活
用
は
、
事
業

化
に
向
け
た
課
題
や
情
報
の
整
理
を
し
て
い
ま

す
。
小
方
地
区
で
は
、
魅
力
向
上
に
繋
が
る
施

設
整
備
が
各
所
で
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
新
た

な
魅
力
と
の
連
動
を
考
慮
し
て
整
備
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
宮
島
へ
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
は
、
大
変
興
味
の

湧
く
ル
ー
ト
で
す
が
、
実
現
に
は
旅
客
船
や
運

航
事
業
者
の
確
保
、
運
賃
の
設
定
な
ど
採
算
面

の
検
討
を
要
す
る
な
ど
、
非
常
に
困
難
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　

晴
海
臨
海
公
園
内
の
水
遊
び
場
の
整
備
は
、

川
は
地
形
上
の
問
題
か
ら
、
池
や
噴
水
は
維
持

管
理
面
な
ど
か
ら
困
難
と
考
え
ま
す
。
移
動
販

売
車
は
、
来
年
度
試
験
的
な
取
組
が
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
美
術
館
な
ど
の
建
設
工
事
に
よ
る
車
両
の
出

入
り
は
、
公
園
利
用
者
へ
の
安
全
に
は
影
響
な

い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
開
業
は
、
令
和
5
年

2
月
頃
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問  

土
地
は
一
筆
ご
と
に
そ
の
面
積
地
目

所
有
者
等
を
示
す
登
記
簿
と
形
や
位
置
等

の
外
形
を
示
す
公
図
の
両
方
で
法
務
局
が

管
理
し
ま
す
。
そ
の
精
度
を
上
げ
る
た
め

国
は
地
籍
調
査
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

50
年
前
に
済
ま
せ
た
大
竹
市
の
公
図
は
、

実
は
正
確
性
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

登
記
だ
け
あ
り
公
図
に
そ
の
地
番
が
な

い
土
地
へ
の
固
定
資
産
税
課
税
に
つ
い
て

は
場
所
不
明
で
本
来
は
課
税
出
来
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
応
策
は
、
市

が
法
務
局
に
公
図
訂
正
の
申
出
を
し
、
訂

正
後
に
課
税
す
る
の
が
本
来
の
姿
の
様
で

す
。
課
税
を
通
じ
て
公
図
の
整
備
も
進
み

ま
す
。
し
か
し
、
大
竹
市
は
公
図
と
は
違

う
地
番
を
独
自
に
割
り
振
っ
た
課
税
図
を

作
製
し
、
そ
れ
を
も
と
に
課
税
し
て
い
ま

す
。
裁
判
の
判
例
を
見
て
も
そ
れ
は
正
し

く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答 

固
定
資
産
税
は
、
台
帳
課
税
主
義
の
原
則

に
則
り
、
賦
課
期
日
に
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
れ
ば
課
税
し
ま
す
。
市
で
は
、
土
地
を
評
価

す
る
た
め
、
現
況
の
土
地
の
大
き
さ
、
形
状
な

ど
が
分
か
る
地
番
図
を
課
税
資
料
と
し
て
い
ま

す
が
、
判
例
に
つ
い
て
は
、
登
記
簿
に
記
載
が

あ
っ
て
も
実
態
と
し
て
土
地
が
存
在
し
な
い
場

合
は
、
課
税
で
き
な
い
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　
課
税
資
料
を
基
に
し
た
も
の
で
は
な
い
で
す

が
、
公
図
と
実
際
の
土
地
の
位
置
・
形
状
の
相

違
が
判
明
し
て
公
図
の
訂
正
を
申
し
出
た
こ
と

や
、
広
島
法
務
局
の
主
導
で
、
一
部
地
域
で
精

度
の
高
い
登
記
所
備
付
け
地
図
を
作
成
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
。

　
公
図
の
訂
正
に
は
、
測
量
な
ど
の
費
用
・
人

員
・
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
地
図
混
乱
地
域

の
解
消
は
市
と
し
て
の
課
題
で
も
あ
り
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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